
武 蔵 野 市 第 6 期 長 期 計 画 討 議 要 綱 へ の 意 見  

                    

                                    会 派 に 属 さ な い 議 員   山 本 ひ と み  

 

 

１ ． 財 政 見 通 し  

 

  財 政 見 通 し は 、 長 期 計 画 の 中 で 最 重 要 な 点 で す 。 と も す れ ば 、 こ れ ま で 、

財 政 に ゆ と り が な く な る こ と を 強 調 す る 傾 向 が あ り ま し た が 、 今 回 は 抑 制 的

で あ る こ と を 評 価 し て い ま す 。  

 あ く ま で も 、 事 実 に 基 づ き 、 必 要 な 事 業 を ど の よ う に 実 施 す る か と い う 姿

勢 で 財 政 の 見 通 し を た て る こ と を 望 み ま す 。  

 

 

２ 。 政 策 的 な 目 標  

 

 財 政 と と も に 大 切 な こ と は 、 街 づ く り の 目 標 と 市 民 の 間 で の 共 有 で す 。  

 私 は 、昨 年 4 月 、武 蔵 野 市 自 治 基 本 条 例（ 仮 称 ）の 制 定 に 向 け た 懇 談 会 へ 、

下 記 の 内 容 で 意 見 を 出 し ま し た 。 一 言 で 言 え ば 、 人 権 尊 重 と 平 和 を 掲 げ る 条

例 に 、 と い う こ と で す 。  

 長 期 計 画 策 定 に あ た っ て も 、 ま ち づ く り の 目 標 を し っ か り と 掲 げ る こ と が

必 要 と 考 え ま す 。  

 こ の 4 年 間 で 、 保 育 園 ・ 障 害 者 の 施 設 建 設 に 関 し 、 地 域 住 民 か ら の 反 対 意

見 が あ る こ と を 体 験 し ま し た 。 市 民 の 間 で 分 断 が こ れ 以 上 大 き く な ら な い よ

う 、 目 標 と す る 街 の あ り 方 を 市 が 示 す こ と が 大 切 と 考 え て い ま す 。  

 

 以 下 参 考 に 2018 年 4 月 の 意 見 を 掲 載 し ま す 。  

 

こ こ か ら 引 用 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

 

◆ 制 定 プ ロ セ ス に つ い て  

 

① 骨 子 案 が で き た 段 階 で 、 市 民 と の 意 見 交 換 会 を 、 各 地 域 各 層 向 け に 丁 寧 に

実 施 し て い た だ き た い 。  

 

② 議 会 か ら の 意 見 聴 取 に つ い て は 、 議 会 基 本 条 例 と の 整 合 性 を 持 た せ る こ と

は 当 然 で あ る 。  

 会 派 ・ 議 員 一 人 ひ と り の 意 見 を 尊 重 し 、 議 会 内 の 少 数 意 見 に 留 意 し て い た

だ き た い 。  

 

 

◆ 素 案 の 内 容 に つ い て  

 

① 前 文 に 人 権 尊 重 ・ 平 和 と 共 生 を  

 

 平 和 の 尊 さ を 書 き 込 む こ と は 必 要 。 武 蔵 野 市 に 戦 前 よ り 在 日 コ リ ア ン （ 注

１ ） の 存 在 が あ っ た こ と も ぜ ひ 記 述 し て い た だ き た い 。  

 日 本 国 憲 法 第 14 条 に あ る 、「 人 種 ・ 信 条 ・ 性 別 ・ 社 会 的 身 分 又 は 門 地 に よ

り 」 差 別 さ れ な い こ と を 踏 ま え 、 国 籍 ・ 年 齢 ・ 障 害 の 有 る 無 し ・ 性 自 認 ・ 性

的 指 向 性 を 加 え た 、 包 括 的 な 、 人 権 尊 重 ・ 差 別 禁 止 を 盛 り 込 ん だ 内 容 に 。  



＃ 注 １ ： 平 和 の 大 切 さ を 訴 え る 中 で 、 在 日 コ リ ア ン の 存 在 を 書 き 込 む こ と が

大 切 と 思 っ て い ま す 。 武 蔵 野 市 に あ っ た 中 島 飛 行 機 武 蔵 製 作 所 は ゼ ロ 戦 の エ

ン ジ ン を 製 造 し て い た 大 工 場 。 ア メ リ カ の 空 襲 の 標 的 に な り 、 多 く の 犠 牲 者

が 出 ま し た 。 朝 鮮 半 島 出 身 の 労 働 者 が 戦 争 中 か ら 工 場 で 働 い て い た こ と 、 戦

後 も 市 内 で 苦 し い 生 活 を し て い た こ と な ど を 書 き 込 め な い か と 思 っ て い ま す 。 

 

② 市 民 の 定 義  

 

 素 案 に あ る 「 市 内 に 居 住 す る 者 、 市 内 で 働 く 者 、 学 ぶ 者 及 び 活 動 す る 者 」

と の 内 容 を 支 持 す る 。  

 

③ 住 民 投 票 制 度  

 

 骨 子 案 素 案 に あ る 常 設 型 の 住 民 投 票 制 度 を 条 例 に よ っ て 設 置 す る こ と を 支

持 す る 。  

 成 立 要 件 に つ い て は 、 一 定 の 投 票 率 と す る か 、 有 権 者 中 の 当 該 案 件 へ の 支

持 率 と す る か 、 も っ と 議 論 が 必 要 と 考 え る 。  

  

④ 最 高 規 範 性 の 担 保  

 

⑤ 人 権 侵 害 や 差 別 に 対 す る 苦 情 処 理 ・ 勧 告 の で き る 第 三 者 機 関 の 設 置  

 市 民 へ の 差 別 や 人 権 侵 害 に 対 し て 、 市 民 か ら の 訴 え を 受 け 止 め 、 事 情 を 調

査 し 、 是 正 措 置 を 勧 告 で き る 第 三 者 機 関 （ 注 ２ ） の 設 置 を こ の 条 例 で 規 定 す

べ き で あ る 。  

＃ 注 ２：武 蔵 野 市 男 女 平 等 の 推 進 に 関 す る 条 例 第 23 条 で は 、市 が 実 施 す る 男

女 平 等 の 推 進 に 関 す る 施 策 等 に つ い て 、 苦 情 を 申 し 立 て る こ と が で き る こ と

を 規 定 し て い ま す 。 自 治 基 本 条 例 に も 、 包 括 的 な 苦 情 処 理 ・ 是 正 勧 告 の で き

る 機 関 の 規 定 が 必 要 で す 。  

 

 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 引 用 終 わ り  

  

      

３ ． 個 別 政 策    

 

 以 下 の 点 を 、 私 は 市 政 の 中 で 実 現 す べ き 重 要 政 策 と 考 え て い ま す 。  

  

◆ 安 心 で き る 医 療 と 介 護 を 自 治 体 か ら  

 ・ 政 府 に よ る 医 療 ・ 介 護 の 後 退 に 対 し 、 自 治 体 独 自 の 政 策 を 磨 く  

   看 護 小 規 模 多 機 能 施 設 ・ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 増 設 を  

 ・ 高 す ぎ る 国 民 健 康 保 険 税 の 値 上 げ を 見 直 し 、 負 担 軽 減 を  

 

◆ 格 差 を た だ し 、 貧 困 を 無 く す  

 ・消 費 税 の １ ０ ％ へ の ア ッ プ を 中 止 し 、食 料 品 な ど 生 活 必 需 品 は ０（ ゼ ロ ）

税 率 に  

  → 以 上 は 、 私 の 年 来 の 主 張 で す 。 消 費 税 増 税 は 、 市 で 決 め ら れ る こ と で

は あ り ま せ ん が 、 可 能 な 限 り 反 対 の 態 度 を と っ て 政 府 へ 伝 え て い た だ き た い

と 思 い ま す 。  

 ・ 女 性 や 若 者 の 起 業 ・ 就 労 の 支 援  

 

 



◆ 子 ど も た ち の 育 ち を 地 域 で 支 え る  

 ・ 安 心 し て 預 け ら れ る 保 育 園 を  

  待 機 児 ゼ ロ の 実 現 ・ 保 育 園 間 の 格 差 是 正 ・ 保 育 の 質 の 維 持 向 上 を  

 ・ 不 登 校 の 児 童 生 徒 の 学 校 以 外 の 学 ぶ 場 の 拡 充 を  

 ・ 18 歳 ま で の 子 ど も 医 療 費 の 無 償 化  

 ・ 児 童 館 の 役 割 の 全 市 域 へ の 拡 充   

  → 保 育 園 ・ 幼 稚 園 ・ 児 童 館 そ れ ぞ れ 役 割 が 異 な り ま す 。 ど の 施 設 も 必 要

で す 。 公 共 施 設 ・ 学 校 な ど の 複 合 化 に は 反 対 で す 。 あ れ も こ れ も 1 か 所 に 詰

め 込 む こ と は 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を あ い ま い に す る こ と に つ な が る 恐 れ が あ り

ま す 。  

 

◆ 障 が い が あ っ て も 、 み ん な と 生 き る  

 ・ 地 域 に 開 か れ 、 人 権 に 配 慮 し た 住 ま い の 確 保 を  

 ・ 障 が い の 特 性 に 応 じ た 医 療 の 充 実 を  

 ・ イ ブ ニ ン グ サ ー ビ ス の 本 格 実 施 を  

 

◆ 原 発 ゼ ロ へ  

 ・ 脱 被 ば く 対 策 ー ゲ ル マ ニ ウ ム 半 導 体 測 定 器 に よ る 給 食 食 材 の 放 射 性 物 質

測 定 継 続 を  

 ・ 原 発 事 故 避 難 者 支 援 こ そ 復 興  

 

◆ 緑 と 農 の 価 値 を 活 か し 、 住 環 境 を 守 る  

 ・ 安 全 確 認 の で き な い 大 深 度 地 下 工 法 で の 外 環 道 建 設 は 中 止 を  

    外 環 道 の 地 上 部 街 路 （ 外 環 ノ ２ ） 反 対  

 ・ 境 山 野 緑 地 な ど 雑 木 林 と 生 物 多 様 性 の 保 全  

 ・ 武 蔵 野 プ レ イ ス 前 の 公 園 を 原 っ ぱ に  

 

◆ 東 京 都 と の 水 道 事 業 一 元 化 に つ い て は 、 協 議 内 容 の 情 報 公 開 と 都 が 水 道 事

業 を 民 営 化 し た 場 合 の 対 応 策 の 検 討 を  

 

◆ 住 宅 に 困 窮 す る 世 帯 へ 家 賃 補 助 の 創 設 を  

 

◆ 人 権 を 尊 重 し 、 誰 を も 排 除 し な い 街 づ く り  

 ・ 年 齢 ・ 性 別 ・ 国 籍 ・ 性 的 指 向 ・ 性 自 認 ・ 出 自 ・ 障 害 の 有 る 無 し に か か わ

ら ず 、 す べ て の 市 民 が 個 性 と 人 権 を 尊 重 さ れ る ま ち を 。  

 ・ 自 治 基 本 条 例 に 人 権 尊 重 規 定 及 び 人 権 侵 害 ・ 差 別 に 対 す る 苦 情 処 理 ・ 勧

告 の で き る 第 三 者 機 関 設 置 を 明 記 す る  

 

◆ 市 民 の 声 に 寄 り 添 う 市 役 所 を  

 ・ 市 民 か ら 市 役 所 へ は 、 多 種 多 様 な 意 見 ・ 要 望 が 寄 せ ら れ て い る と 思 い ま

す 。 私 は 、 困 っ た こ と が あ っ て 相 談 す る 方 に 対 し て 、 ま ず 話 を 聞 き 、 市 民 の

大 変 さ 苦 し さ に 心 を 寄 せ る 市 役 所 に な っ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 制 度 の

説 明 や で き な い 理 由 を 伝 え る だ け で は な く 、 市 民 の 困 難 に 寄 り 添 う 市 役 所 で

あ っ て ほ し い と 願 い ま す 。 こ こ か ら 新 た な 取 り 組 み が 始 ま る 可 能 性 も あ る の

で す 。 こ の た め の 研 修 な ど の 実 施 を 要 望 し ま す 。  

                                                                     

 

=======================================================  


